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徳島県知事 飯泉 嘉門 殿

徳島県公共事業評価委員会

会 長 山 中 英 生

徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見について

このことについて，別添のとおり意見を取りまとめましたので，

徳島県公共事業評価委員会設置要綱第２条の規定に基づき提出します。
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1

徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

令和４年度再評価対象事業（農林水産部所管事業）

事業名・箇所名 委員会の意見

農地中間管理機構関連農地整備事業

・芳崎地区 継続することが適切である。
ほうざき

国営付帯県営農地防災事業

・大津東部 東 ２期地区 継続することが適切である。
おお つ とう ぶ ひがし き

耕地地すべり防止事業

・つるぎ北地区 継続することが適切である。
きた

老朽ため池等整備事業

・ 妙 見池地区 継続することが適切である。
みようけんいけ

・花園池地区 継続することが適切である。
はなぞのいけ

広域漁港整備事業

・ 椿 泊 漁港 継続することが適切である。
つばきどまりぎよこう
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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

令和４年度再評価対象事業（県土整備部所管事業）

事業名・箇所名 委員会の意見

道路改築事業

・主要地方道 阿南小松島線 継続することが適切である。
あ なん こ まつしません

（立江櫛渕工区）
たつ え くしぶち

・一般国道４３８号 継続することが適切である。

（上分工区） なお、地元の協力のもと、より一層用地取
かみぶん

得に努力すること。

公共街路事業

・都市計画道路 徳島 東 環 状 線 継続することが適切である。
とくしまひがしかんじようせん

（末広・住吉工区）
すえひろ すみよし

通常砂防事業

・高森 東 谷 継続することが適切である。
たかもりひがしだに

・前山谷 継続することが適切である。
まえやまだに

・鳥ヶ丸谷 継続することが適切である。
とり まるたに

・谷口 局 谷 継続することが適切である。
たにぐちきよくだに

・政友谷 継続することが適切である。
まさともだに

・オモ谷 継続することが適切である。
だに

・池ノ内谷 継続することが適切である。
いけ うちだに

総合流域防災事業

・小溜谷 継続することが適切である。
こためだに

急傾斜地崩壊対策事業

・宮内 継続することが適切である。
みやうち
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○ 徳島県公共事業評価委員会名簿

氏 名 職 名

粟飯原 啓 子 建 築 士
あ い は ら けい こ

奥 嶋 政 嗣 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
お く し ま ま さ し

上 月 康 則 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
こう づき やす のり

後 藤 月 江 四 国大学 短期大学部講師
ご と う つ き え

近 藤 明 子 四国大学経営情報学部准教授
こん どう あき こ

千 崎 あゆみ 税 理 士
せ ん ざ き

○ 山 中 英 生 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
やま なか ひで お

（○は会長，五十音順，敬称略）


